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で下げた場合にもはや雄が反応しないようになるかを

知ることができる.又洗液フラスコの中に一定の化学

薬剤,例えば酸,塩基,顧化成は還元剤,アルデヒド

試薬等を使えば,雄が反応するか苗かによってそれの

誘引物質の化学的性質を知ることもできる.又生きた

雌の代 りにそれの腹部の抽出物を使えば誘引物質の量

と安定性を雌体自身から抄さはなして探ることができ

ち.

我々は3対の装置を用いて全部で 30匹の雄を班ふ

たが,主実験と同時に2つの冒実験をもせねばならぬ.

一つは20匹 の生きた椎と10匹 の雌, 又 もう一つは

10匹の碓だけを伐った盲実験である.柁雌はテスト以

2_

前には誘引物質に彫蟹を受けていないようにするため

互にずっとひさはなして飼っておくようにする.装EP'lu

に新鮮な空気を等('ことは勿論必要であり.又実験は

昼に行うことも必要である'.-というのは蛾そのものは

昼間に最も強い感受性を発揮するからである. (夕闇

及び夜はバタバタしがちである).

この装置は印に性誘引物質だけでなく,餌の中の誘

引物質のテス トにも使うことができる.又同様の原理

で一方の皆の底の円錐形を長くびき延して孔を明けた

稲造のものを使用し,もう17万の皆を締め合せて作れ

ば小さいイモムシの析とか蚊等が戎食餌に対してどれ

ほど誘引されるかを観ることもできる.(富田一郎)
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